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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 2,921 6.7 △247 － △274 － △209 －

2022年３月期第２四半期 2,738 △19.7 △239 － △237 － △233 －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 △239百万円 （－％） 2022年３月期第２四半期 △242百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △7.28 －

2022年３月期第２四半期 △8.13 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 3,161 1,005 30.2

2022年３月期 3,469 1,287 33.6

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 954百万円 2022年３月期 1,165百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,343 11.9 △558 － △553 － △568 － △19.76

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失である
ため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 28,722,000株 2022年３月期 28,722,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ －株 2022年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 28,722,000株 2022年３月期２Ｑ 28,722,000株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「１．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等 

は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,221,232 830,622

受取手形及び売掛金 558,031 563,803

商品及び製品 805,552 841,243

仕掛品 4,357 4,696

貯蔵品 14,873 18,363

その他 91,376 102,209

貸倒引当金 △6,405 △6,293

流動資産合計 2,689,018 2,354,645

固定資産

有形固定資産 19,909 55,795

無形固定資産

のれん 574,536 555,699

その他 40,881 50,054

無形固定資産合計 615,418 605,754

投資その他の資産

投資有価証券 22,942 －

繰延税金資産 21,452 22,212

その他 100,896 122,975

投資その他の資産 145,291 145,187

固定資産合計 780,619 806,737

資産合計 3,469,637 3,161,383

１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 263,975 309,443

短期借入金 150,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 160,884 173,004

未払金 214,056 237,121

未払法人税等 3,700 2,837

賞与引当金 25,793 23,906

ポイント引当金 8,929 8,074

その他 98,835 67,861

流動負債合計 926,173 872,247

固定負債

長期借入金 1,244,109 1,247,367

繰延税金負債 － 6,144

資産除去債務 9,696 27,951

その他 2,163 1,871

固定負債合計 1,255,969 1,283,333

負債合計 2,182,142 2,155,581

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 1,802,851 1,802,851

利益剰余金 △644,977 △854,201

株主資本合計 1,167,874 958,650

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △2,798 △4,645

その他の包括利益累計額合計 △2,798 △4,645

新株予約権 54,700 13,000

非支配株主持分 67,718 38,796

純資産合計 1,287,495 1,005,801

負債純資産合計 3,469,637 3,161,383
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

売上高 2,738,277 2,921,478

売上原価 1,298,018 1,425,956

売上総利益 1,440,258 1,495,521

販売費及び一般管理費 1,679,296 1,742,761

営業損失（△） △239,038 △247,240

営業外収益

受取利息 132 58

業務受託料 7,272 7,090

助成金収入 3,609 1,500

為替差益 1,803 5,604

その他 4,155 2,181

営業外収益合計 16,973 16,435

営業外費用

支払利息 4,094 4,822

支払手数料 8,126 －

持分法による投資損失 986 38,011

その他 2,545 637

営業外費用合計 15,753 43,471

経常損失（△） △237,819 △274,276

特別利益

固定資産売却益 － 1,649

関係会社清算益 3,822 －

新株予約権戻入益 － 41,700

特別利益合計 3,822 43,349

特別損失

事業譲渡損 9,223 －

その他 739 128

特別損失合計 9,963 128

税金等調整前四半期純損失（△） △243,960 △231,054

法人税、住民税及び事業税 398 1,707

法人税等調整額 △6,931 5,384

法人税等合計 △6,533 7,092

四半期純損失（△） △237,427 △238,146

非支配株式に帰属する四半期純損失（△） △3,841 △28,922

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △233,586 △209,224

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

四半期純損失（△） △237,427 △238,146

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △4,817 △1,846

その他の包括利益合計 △4,817 △1,846

四半期包括利益 △242,244 △239,993

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △238,403 △211,071

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,841 △28,922

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △243,960 △231,054

減価償却費 4,487 7,988

のれん償却額 18,837 18,837

持分法による投資損益（△は益） 986 38,011

関係会社清算益 △3,822 －

事業譲渡損 9,223 －

新株予約権戻入益 － △41,700

有形固定資産売却益 － △1,649

業務受託料 △7,272 △7,090

助成金収入 △3,609 △1,500

支払手数料 8,126 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,107 △112

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,920 △1,886

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2,063 △854

受取利息 △132 △58

支払利息 4,094 4,822

為替差損益 △1,803 －

売上債権の増減額（△は増加） 162,179 △569

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,083 △39,304

その他流動資産の増減額（△は増加） △31,073 △833

仕入債務の増減額（△は減少） △12,801 45,467

その他流動負債の増減額（△は減少） △52,725 △18,784

その他 △26,802 △30,742

小計 △204,241 △261,012

利息の受取額 132 58

利息の支払額 △4,094 △4,822

助成金の受取額 3,609 1,500

業務受託料の受取額 7,272 －

手数料の支払額 △8,126 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29,868 5,495

営業活動によるキャッシュ・フロー △235,316 △258,782

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,249 △20,599

無形固定資産の取得による支出 △15,788 △9,536

敷金及び保証金の差入による支出 △7 △20,085

敷金及び保証金の回収による収入 2,013 2,300

長期前払費用の取得による支出 △13,060 △3,736

関係会社の清算による収入 3,822 －

事業譲渡による収入 8,415 －

その他 △36 1,092

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,891 △50,565

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 120,080 △100,000

長期借入れによる収入 200,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △84,590 △84,622

財務活動によるキャッシュ・フロー 235,490 △84,622

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,870 3,359

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,846 △390,610

現金及び現金同等物の期首残高 1,316,381 1,221,232

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,304,534 830,622

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、各連結会計年度において営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失、マイナス

の営業キャッシュ・フローを計上しております。

当第２四半期連結累計期間におきましても、営業損失及び経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失、マ

イナスの営業キャッシュ・フローを計上しており、現時点においては継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況が存在しております。

それに対し、当社グループは当該状況を解消すべく、以下に示す課題への対処を的確に行うことにより安定的

な財務基盤を確立し、当該事象が早期に解消されるよう取り組んでまいります。

これらの改善策を状況に応じて適切に推進していくことから、継続企業の前提に重要な不確実性は認められな

いと判断しております。

①　基盤収益事業の強化による売上維持・拡大

＜メディア事業＞

『広告サービス』『インフルエンサーマーケティングサービス』において、売上高は安定的に推移してお

り、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める構成が20.6％となっております。そのため、当社グループ

は、当該事業をさらに強化していくことで、安定した収益獲得を目指してまいります。

具体的には、当社グループは、これまで得意としてきた動画メディア、SNS並びにインフルエンサー等を活

用した女性向けマーケティングに加え、クライアントの皆様にとってインフルエンサーマーケティングのソリ

ューションとなる「Lemon Square」を中核事業に据え、新たな時代におけるトッププラットフォーマーを目指

しております。

＜ｅコマース事業＞

ｅコマース事業は、現在20代～30代の女性を中心に全国100万人の会員数を誇りコスメＥＣや新規ブランド

ともに堅調に成長しております。当第２四半期連結累計期間の売上高に占める構成が67.5％となっており、当

社グループの安定的な収益の基盤となっております。当社グループは人気インフルエンサーによる韓国ファッ

ションのセレクトショップ『Isn't She？』において韓国の化粧品や美容器具にＥＣ販売の拡大を進めてまい

ります。

＜海外事業＞

海外事業は、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める構成が11.9％となっております。中国における越

境ＥＣ及びSNSマーケティングの運営等の強化、インドネシアにおけるインフルエンサー広告の拡大に注力し

てまいります。

②　積極的投資事業における選択と集中による事業の選別と早期収益化の実現

積極的投資事業については、当社グループとのシナジーが期待できない事業や収益化が困難と判断した事業

については適時適切に処分することを検討してまいります。また、早期収益化の実現のため、当社グループの

事業とシナジーのある他社と積極的に業務提携を締結すること等を通じて、事業の拡大を図ってまいります。

③　資金調達や資金繰りの安定化

当社グループは、当面の事業を継続するための資金繰りに支障はないと判断しております。引き続き効率的

なコスト削減に取り組み、事業及び運転資金の安定的な確保のため、取引金融機関等との良好な関係を維持

し、財政状態の健全化を図ってまいります。

④　経費の削減

当社グループは、当社グループ事業の強みを確保した上で、引き続き、外注費等の売上原価、販売費及び一

般管理費の固定費などの削減に努め収益性の改善に注力してまいります。
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